
  

 

 

 

 

 

 

親子の会話「子９：親１」がちょうどいい 
 日常のささいなことから、進学、部活の選択、職業を決めるなど、人生を左右する大きな決断

まで、子供が大人になるまでに「自分で決めること」がたくさんあります。自分で決断できる子」

にするために、親はどんな働きかけが必要でしょうか。 

 

１ 大切なのは「コミュニケーション力」 

  人がＡＩに勝ることは、外部から得た情報と自分の経験をかけ算してシミ

ュレーションする力です。そこで大切になるのが「コミュニケーション力」

です。この力に関連しているのは脳の「前頭前野」という部位です。前頭前

野はゆっくりと成長し、思春期頃にピークを迎えると言われています。つま

り、子供のころにどれだけ前頭前野を成長させ、コミュニケーション力を伸

ばせるかが重要なのです。 

 

２ 子供のコミュニケーション力を伸ばすために、親ができること 

肯定的な言葉かけ 

 

 

 

 

  

 

否定的な言葉がけ 

 

 

 

 

           やがて自分で感じたり、考えたりすることをしなくなってしまう 

           →「自分で決められない子」になってしまう 

 

３ 大切なのは「親の聞き方」  

◎「親が子供の話をしっかり聞くこと」が子供のコミュニケーション力を伸ばす 

 

 

 

          →子供にとって大切な時間 

→安心感と信頼感を得る 

 ◎他者を受け入れる姿勢が身に付く＝コミュニケーション力の土台が形成 
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１～2 歳の間に肯定的な言葉でたくさん話しか

けられた子は、３歳での語彙数がアップ 

肯定的な言葉がけで育児をした場合、学童期以降

の学力がアップ 

危ないからダメ、汚いからさわっちゃダメ 

時間がないのに、そんなこと言わないで 

親は自分の話をしっかり受け止めてくれている 



４ 親子の会話の原則は「子供９：親１」 

 〇パッシブリスニング(受け身の聞き方) 

  →相手の話を聞くことに徹し、こちらからは発言しないタイプの聞き方 

   適度に相槌やうなずき 基本的には黙って聞く 

 〇アクティブリスニング(双方向の聞き方) 

  →アメリカの心理学者カール・ロジャース博士が提唱 

   相手の言葉だけでなく、その奥にある感情や気持ちの変化まで読み取る聞き方 

   「聞き上手な人」の話の聞き方＝積極的に話を理解しにいく姿勢や返答 

          親が子供の話につい口をはさんでしまう 

 

 

 

 

 

 

 

 

親子の会話の黄金比は「子供９：親１」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎会話の９割は子供に話させ、親はその話を聞くことに徹し、残りの１割で返答をしてあげる 

それで？ 

どうしたの？ 

今日ね 砂場でね 

〇〇くん 

がね 
お城 

をね 

今日ね 幼稚園 

でね 

〇〇くん 

がね 
遊具 

をね 

アクティブリスニング

で話が聞けるようにな

ると、理解力アップ、自

己肯定感アップ、良好な

友人関係、メンタルの安

定などの効果が期待で

きます 


